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人口と世帯数
《常住人口1.1現在》
（　）内は前月比較

●人　口：
　男
　女

©アールアンフィニ ©Yuji Hori

横山幸雄×川久保賜紀×青柳晋
スペシャル・ガラ・コンサート

お問い合わせ先
笠間市教育委員会生涯学習課 
TEL：0296-77-1101

主催：笠間市
企画制作：公益財団法人ジェスク音楽文化振興会
協力：株式会社ヤマハミュージックジャパン

2020年2月22日（土）
15:00開演（17:00終演予定）

笠間公民館
料金　一般 2,000円　高校生以下 1,000円

《チケット取扱先》
●生涯学習課（平日のみ）【受付時間】 午前8時30分～午後5時15分　●笠間・友部・岩間公民館（月曜休館）【受付時間】 午前9時～午後5時15分
※全席自由。※未就学児の入場はご遠慮ください。 ※遠方の方はチケットの郵送も行っていますので、生涯学習課までお問い合わせください。

●世帯数：29,192世帯（＋41世帯）
●12月の出生数：31人
●12月の死亡数：83人

74,249人（－36人）
36,351人（－11人）
37,898人（－15人）

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。

令和2年2月6日発行

広報かさまが
スマートフォン
で読めます

かさま音楽フェスタ～奏～ 夢の顔ぶれが笠間に集う！

クライスラー：プレリュードとアレグロ、愛の喜び、愛の悲しみ、美しきロスマリン、中国の太鼓
リスト：ハンガリー狂詩曲第2番　ラヴェル：ツィガーヌ　モンティ：チャールダーシュ

第1部　川久保賜紀＆青柳晋 ヴァイオリンとピアノ名曲集

アンダンテ･スピアナートと華麗な大ポロネーズ バラード 第1番
ノクターン 嬰ハ短調（遺作）　幻想即興曲 スケルツォ 第2番

第2部　横山幸雄のオールショパン･プログラム

Tamaki Kawakubo Susumu AoyagiYukio Yokoyama

笠間市「道の駅」
飲食テナント募集中‼

■レストラン／1区画　■フードコート／3区画

産業経済部　道の駅整備推進課（内線240）お問合せ先

令和2年 3月19日まで募集します。
※詳しくは笠間市
　公式ホームページに掲載中

―かさま―

・エチオピアの英雄 アベベ・ビキラ メモリアル
  第14回 かさま陶芸の里ハーフマラソン
・エチオピアへ中学生派遣
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窓口延長
サービス

3月の休日
救急診療当番

　地
球
の
温
暖
化
対
策
が
、
世
界
的
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　先
般
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
で
「
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
25

回
締
約
国
会
議
（
C
O
P

25
）」
が
開
催
さ
れ
、
気
候
変
動
へ
の
国
際
的
対

処
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　日
本
の
石
炭
火
力
発
電
に
関
す
る
方
針
が
批
判
を
浴
び
、
ま
た
小
泉
環

境
大
臣
の
言
動
が
物
議
を
醸
し
ま
し
た
。

　地
球
温
暖
化
問
題
に
関
し
て
は
、
重
要
政
策
と
し
て
日
本
全
体
で
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
笠
間
市
は
、

こ
れ
ま
で
も
市
民
団
体
と
と
も
に
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
対
策
と
し
て
、
業
務
の
中
で
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
削
減
す
る
取
り
組
み
を
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

　具
体
的
に
は
、

・
庁
内
職
員
へ
の
マ
イ
バ
ッ
グ
・
マ
イ
ボ
ト
ル
使
用
の
推
進

・
市
立
病
院
で
来
院
患
者
向
け
の
薬
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
紙
袋
へ
変
更

・
イ
ベ
ン
ト
で
の
紙
コ
ッ
プ
の
使
用
　な
ど
で
す
。

　ま
た
、
自
動
販
売
機
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
製
品
を
、
缶
や
紙
パ
ッ
ク
製
品
へ

変
更
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　今
後
、
市
の
取
り
組
み
を
検
証
し
、
環
境
審
議
会
等
の
議
論
を
経
て
、

市
民
、
企
業
、
団
体
へ
呼
び
か
け
、
と
も
に
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　一
自
治
体
の
小
さ
な
取
り
組
み
が
、環
境
問
題
解
決
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。

　私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
生
活
や
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
を
少
し
ず
つ
で
も
環

境
に
配
慮
し
た
も
の
に
変
え
て
い
く
こ
と
も
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
繋
が

り
ま
す
。
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笠間市表彰

まちおこしのスパイス

からだと向き合う

情報しっとく日和!

かさまのれきし

グルメ紀行

かさま食彩

コンデキ

Hot People

熱血少年少女応援部

かさまぽけっと はじめてのお誕生日

スペシャル・ガラ・コンサート
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9：00～17：00

お知らせ 今
月
の

［表紙］

12月15日に開催された「～エチオピア
の英雄 アベベ・ビキラ メモリアル～
第14回かさま陶芸の里ハーフマラソン
大会」の様子（撮影協力：秋山英樹
さん、太田典男さん、坂部史子さん）

 

あきやまひで き

おお た のり お さか べ ちか こ

［題字］

関 紫芳さん（書作家／大古山在住）
せき し ほう

※平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　 は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合があります。
※急な病気で心配なとき、医療機関をお探しのときは
　 ご利用ください。24時間365日対応です。
子ども救急電話相談

おとな救急電話相談
短縮ダイヤル ♯8000 または TEL.03-5367-2367

短縮ダイヤル ♯7119 または TEL.03-5367-2365

毎週日曜

3月20日（金）

笠間市立病院

石橋内科医院

0296-77-0034

0296-71-3181

日付・曜日 病院名 電話番号

廃プラ対策への
小さな挑戦

Column

市長コラム

マイバッグ使用の推進

日曜日
水曜日

市役所本所
市役所本所

8：30～12：00
17：15～19：30

市民課（交付業務のみ）、収税課（月末のみ）
市民課、保険年金課、収税課

曜日 場所 時間 窓口延長課

※ 上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

東京2020がつなぐ
笠間とエチオピア
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〜
箱
根
駅
伝 

湯
原
選
手
が
1
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
〜

　
1
月
2
日
、
3
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
第
96
回
箱
根
駅
伝
で
青

山
学
院
大
学
10
区
ア
ン
カ
ー
の
湯ゆ

原は
ら

慶け
い

吾ご

選
手（
岩
間
中
学
校
出
身
）

が
1
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
テ
ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。

　
青
山
学
院
大
学
は
、東
海
大
が
持
つ
大
会
記
録
を
6
分
46
秒
更
新
、

10
時
間
45
分
23
秒
の
大
会
新
記
録
で
2
年
ぶ
り
5
度
目
の
総
合
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

〜山口市長より〜
　湯原選手のアンカーとしての素晴らしい走りと勇姿は、
笠間市民である私たちに感動と勇気を与えてくれました。
　笠間市としてとても誇りに思うとともに、湯原選手の
益々のご活躍を期待して、市を挙げて応援していきます。

1位でフィニッシュテープを切った湯原選手
� （提供元：青山スポーツ新聞編集局）
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、
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の
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、
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議
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等
の
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を
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て
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、
団
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へ
呼
び
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け
、
と
も
に
こ
の
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題
に
取
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ん
で
ま
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ま
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。

　一
自
治
体
の
小
さ
な
取
り
組
み
が
、環
境
問
題
解
決
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。

　私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
生
活
や
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
を
少
し
ず
つ
で
も
環

境
に
配
慮
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も
の
に
変
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て
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こ
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、
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笠間市表彰

まちおこしのスパイス

からだと向き合う

情報しっとく日和!

かさまのれきし

グルメ紀行

かさま食彩

コンデキ

Hot People

熱血少年少女応援部

かさまぽけっと はじめてのお誕生日

スペシャル・ガラ・コンサート
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9：00～17：00

お知らせ 今
月
の

［表紙］

12月15日に開催された「～エチオピア
の英雄 アベベ・ビキラ メモリアル～
第14回かさま陶芸の里ハーフマラソン
大会」の様子（撮影協力：秋山英樹
さん、太田典男さん、坂部史子さん）

 

あきやまひで き

おお た のり お さか べ ちか こ

［題字］

関 紫芳さん（書作家／大古山在住）
せき し ほう

※平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　 は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※当番医は変更になる場合があります。
※急な病気で心配なとき、医療機関をお探しのときは
　 ご利用ください。24時間365日対応です。
子ども救急電話相談

おとな救急電話相談
短縮ダイヤル ♯8000 または TEL.03-5367-2367

短縮ダイヤル ♯7119 または TEL.03-5367-2365

毎週日曜

3月20日（金）

笠間市立病院

石橋内科医院

0296-77-0034

0296-71-3181

日付・曜日 病院名 電話番号

廃プラ対策への
小さな挑戦

Column

市長コラム

マイバッグ使用の推進

日曜日
水曜日

市役所本所
市役所本所

8：30～12：00
17：15～19：30

市民課（交付業務のみ）、収税課（月末のみ）
市民課、保険年金課、収税課

曜日 場所 時間 窓口延長課

※ 上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

東京2020がつなぐ
笠間とエチオピア
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ハーフ女子に
ゲストランナーとして出場した
イタレマウ・シンタイヨ選手

ボランティアのみなさん、
ご協力ありがとうございました！ エチオピアの皆さんに笠間稲荷神社のお守りが贈られました

東京2020
がつなぐ
笠間とエチオピア

第
14
回 

か
さ
ま
陶
芸
の
里

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　開幕まで半年を切った2020年東京オリ
ンピック・パラリンピック。
　笠間市は、エチオピア、タイ王国、台湾
のホストタウンとしてさまざまな交流を進
めています。その中から、今回はエチオピ
アとの交流事業をご紹介します。

　

大
会
は
、
1
9
6
4
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ

ソ
ン
で
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た

「
裸
足
の
ア
ベ
ベ
」こ
と
ア
ベ

ベ
・
ビ
キ
ラ
選
手
を
称
え
る

メ
モ
リ
ア
ル
大
会
と
し
て
開

催
さ
れ
、
ご
子
息
イ
エ
ッ
ト

ナ
イ
エ
ッ
ト
・
ア
ベ
ベ
さ
ん

を
は
じ
め
、
エ
チ
オ
ピ
ア
か

ら
往
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ

ダ
リ
ス
ト
・
現
役
ラ
ン
ナ
ー
・

政
府
関
係
者
が
、
一
般
参
加

者
4
︐3
3
8
人
と
と
も
に

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
男
子
の

部
に
参
加
し
た
エ
チ
オ
ピ
ア

現
役
ラ
ン
ナ
ー
の
ア
ビ
ヨ
ッ

ト
・
ア
ビ
ネ
ッ
ト
さ
ん
は
、

公
式
記
録
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
1
時
間
2
分
21
秒
で
圧
巻

の
走
り
を
見
せ
る
な
ど
、
エ

チ
オ
ピ
ア
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
の

素
晴
ら
し
い
走
り
で
大
会
が

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

の
部
で
は
男
女
と
も
に
大
会

記
録
が
更
新
さ
れ
、
記
念

づ
く
し
の
大
会
に
な
り
ま
し

た
！

　

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
さ

れ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、
沿
道

か
ら
の
温
か
い
声
援
、
そ
し

て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
ご
支
援
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〜
エ
チ
オ
ピ
ア
の
英
雄 

ア
ベ
ベ
・
ビ
キ
ラ 

メ
モ
リ
ア
ル
〜

12
月
15
日
開
催

５kmに出場した
カサ・ガブラヒウォット
駐日エチオピア大使

エチオピアから入賞者へ
英雄アベベ・ビキラメモリアルメダルや
エチオピア特産のバラなどが贈られました

エチオピア駐日大使や選手に参加いただき
大会が盛り上がりました

笠間特別観光大使の
NEVA�GIVE�UPがランナー
として会場を盛り上げました

「裸足のアベベ」のご子息
イエットナイエット・アベベさん

ハーフ男子で大会記録を更新した稲田さん

ハーフ女子は姉妹で1、2フィニッシュ！
妹の黒澤さん（右）が大会記録を更新しました

3kmに出場したゲテ・ワミ選手（右）
オリンピックで3つのメダルを獲得

令和２年 広報かさま ［２月号］ No.167 4



大
会
前
日
に
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

エ
チ
オ
ピ
ア

 

と
の
交
流

〜
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
〜

ヒルット・カッセウ
文化観光スポーツ大臣

ナショナルチームユニフォームを、エチオピア
へ派遣される中学生と指導者へプレゼント

カサ・ガブラヒウォット
駐日大使

エチオピア訪問団のみなさん

陸上競技連盟�
デラルツ・ツル会長

私
た
ち
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！ 

エ
チ
オ
ピ
ア
へ
中
学
生
派
遣

３
人
の
感
想

　

エ
チ
オ
ピ
ア
と
の
交
流
の
一
環
と
し
て
、
友
部
中
学
校
の
高た

か

野の

翔か

主ず

希き

さ
ん
、
後ご

藤と
う

凛り
ん

那な

さ
ん
、
友
部
二
中
の
助す

け

川が
わ

颯は
や

都と

さ
ん
の
3
人
が
12
月
21
日
～
28
日
の
8
日
間
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に

派
遣
さ
れ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
流
の
練
習
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
時
に
指
導
者
も
2
人
派
遣
さ
れ
、
笠
間
市
の
陸
上
競
技
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
狙
う
た
め
指
導
方
法
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

②クラブチーム練習／標高 3,000mを越える
森の中を走る高地トレーニング（左）
未舗装の荒地でスピードトレーニング（右）

①ジュニア選手との合同練習（スポーツアカ
デミー）／トップクラブチーム入りを目指す
「エチオピア・ユース・スポーツ・アカデミー」
の選手と合同練習。エチオピア独特のリズム
ドリルを初体験しました。

④小学校体験入学／
８年生（中学２年生）のクラスで一緒に授業を
受け日本文化の紹介をしました。

③友好駅伝大会／
アカデミーの選手と混
合チームを結成。オ
リンピックメダリスト
をそろえたレジェンド
チームと勝負 !

髙
野
　
翔
主
希　

「
や
っ
ぱ

り
エ
チ
オ
ピ

ア
の
選
手
は

速
い
」
そ
れ

を
一
番
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

エ
チ
オ
ピ
ア
の
文
化
な
ど
日
本

と
の
違
い
も
感
じ
ま
し
た
。
毎

日
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
良
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
競

技
や
生
活
に
活
か
し
、
も
っ
と

強
く
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

後
藤
　
凛
那

　

日
本
よ
り

恵
ま
れ
て
い

な
い
環
境
の

中
で
頑
張
っ

て
い
る
エ
チ
オ
ピ
ア
の
選
手

に
、
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
し

た
。
今
回
の
経
験
を
通
し
て
、

も
っ
と
上
を
目
指
し
、
成
長
し

た
姿
を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

助
川
　
颯
都

　

出
発
前
は

不
安
で
し
た

が
、
笑
顔
で

受
け
入
れ
て

く
れ
て
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
し

た
。
高
地
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
が
、

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

強
く
な
っ
た
姿
を
見
せ
て
恩
返

し
が
し
た
い
、
も
う
一
度
エ
チ

オ
ピ
ア
に
行
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

ア
ベ
ベ
・
ビ
キ
ラ
を
冠
す

る
メ
モ
リ
ア
ル
大
会
を
記
念

し
て
来
市
し
た
エ
チ
オ
ピ
ア

訪
問
団
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
開
か
れ
ま
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、

カ
サ
・
ガ
ブ
ラ
ヒ
ウ
ォ
ッ

ト
駐
日
大
使
や
デ
ラ
ル
ツ
・

ツ
ル
陸
連
会
長
、
ヒ
ル
ッ

ト
・
カ
ッ
セ
ウ
文
化
観
光

ス
ポ
ー
ツ
大
臣
を
は
じ
め

と
す
る
、
エ
チ
オ
ピ
ア
訪

　
「
こ
れ
ま
で
」
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
交
流
と
し
て
、

東
京
国
際
マ
ラ
ソ
ン
を

３
回
制
し
、
エ
チ
オ
ピ

ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

の
コ
ー
チ
を
努
め
た
ア

ベ
ベ
・
メ
コ
ネ
ン
さ
ん

が
笠
間
市
国
際
交
流
員

と
し
て
着
任
し
、
市
内

中
学
校
で
陸
上
競
技
の

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
文
化
の
面

で
も
市
内
小
中
学
校
の

給
食
に
エ
チ
オ
ピ
ア
風

の
給
食
を
提
供
す
る
な

ど
、
つ
な
が
り
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
」
は
、
交

流
で
生
ま
れ
た
絆
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
関
連

事
業
の
充
実
を
図
り
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

参
加
機
会
を
つ
く
り
だ

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

�

（
内
線
３
９
１
）

問
団
の
み
な
さ
ん
が
出
席

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
チ
オ
ピ
ア
交
流

の
一
環
で
、
陸
上
競
技
の
技

術
を
学
ぶ
た
め
エ
チ
オ
ピ
ア

へ
派
遣
さ
れ
た
市
内
中
学
生

3
人
も
参
加
し
、
ツ
ル
会
長

か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

が
手
渡
さ
れ
る
と
、
笑
顔
を

見
せ
緊
張
が
少
し
ほ
ぐ
れ
た

よ
う
で
し
た
。
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1
月
12
日
（
日
）、
笠
間
市
民

体
育
館
で
、
令
和
に
な
っ
て
最

初
の
笠
間
市
成
人
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
笠
間
市
で
成

人
式
を
迎
え
た
の
は
６
７
６
名
。

会
場
内
は
華
や
か
な
装
い
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔
が
印
象

的
で
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
代
表
か

ら
「
多
く
の
皆
さ
ん
の
支
援
の

も
と
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
大
人
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
責
任
あ
る
行
動
を
心

誓いの言葉を述べる成人式実行委員の江面さん（左）と大野さん（右）

成人式実行委員会の皆さん

茨城県の地元球団、
茨城アストロプラネッツ
矢
や
萩
はぎ
陽
よう
一
いち
朗
ろう
投手

笠間市立東中学校の最後の卒業生の皆さん
平成27年の学校統合により、
今年が東中学校の最後の成人式となりました

が
け
て
い
き
ま
す
。」
と
誓
い
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

山
口
市
長
は
「
新
し
い
時
代

を
皆
さ
ん
の
新
し
い
発
想
で
作

り
上
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
ふ
る
さ
と
笠
間
に
思
い

を
、
心
を
寄
せ
て
応
援
し
て
く

だ
さ
い
」
と
新
成
人
へ
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん
本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令

和
の
時
代
の
主
役
は
皆
さ
ん
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
、

こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
！

レベル
アップできるよう

頑張ります。
応援よろしくお願い

します。

 

祝
成
人

～
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
～
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令和元年度 笠間市表彰
　1月6日（月）、令和元年度笠間市表彰式が宍戸ヒルズカントリークラブで行われました。これは、市政の発展に著
しく功績があった方々を表彰するもので、行政、社会、文化、スポーツなどの各分野で多大な貢献をされた24名お
よび1団体が受賞されました。

自
治
功
労
表
彰

小お

幡ば
た　

耕こ
う

一い
ち 

さ
ん

笠
間
市
農
業
委
員

(

平
成
19
年
～
平
成
31
年)

勤
続
12
年

深ふ
か

谷や　

章あ
き
ら 

さ
ん

笠
間
市
農
業
委
員

(

平
成
10
年
～
平
成
31
年)

勤
続
21
年

一
般
表
彰

稲い
な

川が
わ 

悦え
つ

子こ 

さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
13
年
～
令
和
元
年
）勤
続
18
年

内う
ち

山や
ま 

洋ひ
ろ

子こ 

さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
16
年
～
令
和
元
年
）勤
続
15
年

海え

老び

沢さ
わ 

ま
さ
子こ 

さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
7
年
～
令
和
元
年
）勤
続
24
年

奥お
く

村む
ら 
雄ゆ

う

治じ 

さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
16
年
～
令
和
元
年
）勤
続
15
年

桑く
わ

島じ
ま 

裕ひ
ろ

子こ 
さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
7
年
～
令
和
元
年
）勤
続
24
年

鈴す
ず

木き 

守も
り

正ま
さ 

さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
19
年
～
令
和
元
年
）勤
続
12
年

竹た
け

江え 

邦く
に

夫お 

さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
19
年
～
令
和
元
年
）勤
続
12
年

堤つ
つ
み 

德の
り

郎お 

さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
16
年
～
令
和
元
年
）勤
続
15
年

鶴つ
る

田た 

信の
ぶ

晃あ
き 

さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
19
年
～
令
和
元
年
）勤
続
12
年

中な
か

庭に
わ 

幸ゆ
き

枝え 

さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
9
年
～
令
和
元
年
）勤
続
23
年

南な

指じ

原わ
ら 

孝た
か

夫お 

さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
16
年
～
令
和
元
年
）勤
続
15
年

原は
ら

田だ 

敏と
し

子こ 

さ
ん

笠
間
市
民
生
委
員

（
平
成
4
年
～
令
和
元
年
）勤
続
27
年

田た

山や
ま 

悦え
つ

子こ 

さ
ん

都
市
計
画
審
議
会
委
員

（
平
成
15
年
～
平
成
31
年
）勤
続
15
年

五ご

味み 

謙け
ん

二じ 

さ
ん

陶
芸
家 「
第
25
回
日
本
陶
芸
展
」 

大
賞
・
桂
宮
賜
杯
受
賞

伊い

藤と
う 

奏そ
う

太た 

さ
ん

彫
刻
家 「
改
組
新
第
6
回
日
展
」　

特
選
受
賞

石い
し

本も
と 

誠ま
こ
と 

さ
ん

学
校
医

（
昭
和
60
年
～
平
成
31
年
）勤
続
34
年

出で

久く

根ね 

賢け
ん 

さ
ん

学
校
歯
科
医

（
昭
和
50
年
～
平
成
31
年
）勤
続
44
年

江え

連づ
れ 

春は
る

樹き 

さ
ん

第
74
回
国
民
体
育
大
会

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９
」

相
撲
少
年
男
子
個
人
戦 

第
3
位

菅す
が

谷や 

有あ
り

紗さ 

さ
ん

第
18
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」

卓
球
女
子
一
般 

第
2
位

す
が

谷や 

斗と

夢む 

さ
ん

第
74
回
国
民
体
育
大
会

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９
」

空
手
道
少
年
男
子
組
手
個
人
戦 

第
3
位

原は
ら

田だ 

大だ
い

輝き 

さ
ん

第
74
回
国
民
体
育
大
会

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９
」

軟
式
野
球 

準
優
勝

横よ
こ

倉く
ら 

広ひ
ろ

行ゆ
き 

さ
ん

第
35
回
日
本
パ
ラ
水
泳
選
手
権
大
会

S5
ク
ラ
ス 

50
ｍ
背
泳
ぎ 

優
勝

笠
間
市
立
岩
間
第
三
小
学
校

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
部

第
17
回
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
対
抗
戦

Ｊ
Ｇ
Ｔ
Ｏ
カ
ッ
プ
全
国
大
会 

第
3
位
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　「農
業
で
生
き
て
い
く
」
た
め
に
笠

間
市
に
移
住
し
て
か
ら
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。こ
の
半
年
は
笠
間
市
内
の
た

く
さ
ん
の
生
産
者
の
方
か
ら
笠
間
の

こ
と
や
農
業
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　笠
間
市
は
日
本
一の
栗
の
産
地
で
あ

る
こ
と
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

地
域
を
歩
い
て
み
る
と
、
生
産
量
は
多

く
な
い
も
の
の
、
他
に
は
な
い
魅
力
的

な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
農
産
物
も
多
い
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

の
大
き
な
し
い
た
け
、
新
規
就
農
者
グ

ル
ー
プ
が
作
る
有
機
野
菜
、
地
域
資
源

を
活
用
し
て
栽
培
さ
れ
た
自
然
薯
、生

物
多
様
性
を
守
る
無
農
薬
の
お
米
な

ど
、
そ
の
ど
れ
も
に
生
産
者
の
強
い
想

い
と
努
力
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　近
年
は
生
産
性
向
上
の
た
め
の
農

業
の
大
規
模
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、一

方
で
手
の
か
か
っ
た
も
の
や
環
境
に
良

い
も
の
づ
く
り
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。都
市
部
の
各
地
で
開
催
さ
れ

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が
地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。

25歳。北海道より移住。25歳。北海道より移住。

かわかわ しましま ひらくひらく

隊員隊員

【問い合わせ】 秘書課（内線224）

フェイスブックもご覧ください Facebook▶https://www.facebook.com/Kasamartowa

て
い
る
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
こ
だ
わ
り
の
野

菜
や
加
工
品
を
販
売
す
る
露
店
が
立

ち
並
び
、
ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て
い
る
も

の
と
は
違
う
も
の
を
求
め
て
た
く
さ
ん

の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　そ
う
い
っ
た
魅
力
的
な
農
産
物
を

ど
の
よ
う
に
消
費
者
の
も
と
に
届
け

る
か
。私
自
身
も
生
産
者
を
目
指
し
な

が
ら
、販
路
拡
大
や
情
報
発
信
の
方
法

を
探
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ジャンボなしいたけにびっくり！ 夏にはホタルも見られる田んぼで稲刈り体験

数々の有機野菜や加工品 生産者さんのお話を伺いながら栗圃場を見学

都内でマルシェに出展

届
け
た
い

　
　笠
間
市
の
農
業
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　「農
業
で
生
き
て
い
く
」
た
め
に
笠

間
市
に
移
住
し
て
か
ら
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。こ
の
半
年
は
笠
間
市
内
の
た

く
さ
ん
の
生
産
者
の
方
か
ら
笠
間
の

こ
と
や
農
業
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　笠
間
市
は
日
本
一の
栗
の
産
地
で
あ

る
こ
と
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

地
域
を
歩
い
て
み
る
と
、
生
産
量
は
多

く
な
い
も
の
の
、
他
に
は
な
い
魅
力
的

な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
農
産
物
も
多
い
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

の
大
き
な
し
い
た
け
、
新
規
就
農
者
グ

ル
ー
プ
が
作
る
有
機
野
菜
、
地
域
資
源

を
活
用
し
て
栽
培
さ
れ
た
自
然
薯
、生

物
多
様
性
を
守
る
無
農
薬
の
お
米
な

ど
、
そ
の
ど
れ
も
に
生
産
者
の
強
い
想

い
と
努
力
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　近
年
は
生
産
性
向
上
の
た
め
の
農

業
の
大
規
模
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、一

方
で
手
の
か
か
っ
た
も
の
や
環
境
に
良

い
も
の
づ
く
り
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。都
市
部
の
各
地
で
開
催
さ
れ

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が
地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。

25歳。北海道より移住。25歳。北海道より移住。

かわかわ しましま ひらくひらく

隊員隊員

【問い合わせ】 秘書課（内線224）

フェイスブックもご覧ください Facebook▶https://www.facebook.com/Kasamartowa

て
い
る
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
こ
だ
わ
り
の
野

菜
や
加
工
品
を
販
売
す
る
露
店
が
立

ち
並
び
、
ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て
い
る
も

の
と
は
違
う
も
の
を
求
め
て
た
く
さ
ん

の
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　そ
う
い
っ
た
魅
力
的
な
農
産
物
を

ど
の
よ
う
に
消
費
者
の
も
と
に
届
け

る
か
。私
自
身
も
生
産
者
を
目
指
し
な

が
ら
、販
路
拡
大
や
情
報
発
信
の
方
法

を
探
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ジャンボなしいたけにびっくり！ 夏にはホタルも見られる田んぼで稲刈り体験

数々の有機野菜や加工品 生産者さんのお話を伺いながら栗圃場を見学

都内でマルシェに出展

届
け
た
い

　
　笠
間
市
の
農
業

やさしい保険プラザ友部スクエア店生活習慣病に備える‼生活習慣病に備える‼

お気軽に
ご相談ください

　「3大疾病」や「7大疾病」の保険は保険会社によって保障内容が異なり、ご病
気によっては支払い事由が厳しい商品もあります。そんな中、今までよりも支
払事由がシンプルな保険【7大生活習慣病で入院したら100万円を受け取れる
保険】の取扱いが、当店で始まりました。
　皆さんがご加入中の保険は、どんな時に給付金が受け取れますか？最新の保
険と比べてみてはいかがでしょうか。

　やさしい保険プラザでは生命保険会社25社の取扱いがございます。あなた
の保険、改めて見直ししてみませんか。

と

アドバンスケアプランニング（ACP）
ーチームで情報共有し合意を得る・新しい意思決定法ー

【問い合わせ】市立病院　TEL0296-77-0034

笠間市立病院　院長　石
いし

塚
つか

 恒
つね

夫
お

 さん

「
治
す
医
療
」か
ら

「
支
え
る
医
療
」へ

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
現
在
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
最
期
ま
で
高
齢
者
を
支
え
る

地
域
包
括
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
治
す
医
療
」か
ら「
支
え
る
医
療
」へ
の
転

換
は
、
意
思
決
定
の
主
体
を
医
師
か
ら
患

者
自
身
へ
と
変
化
さ
せ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
生
の
最
終
段
階
で
は
意
思

決
定
能
力
が
損
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
高
齢
者
の
在
宅
療
養
・
在
宅
看

取
り
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
こ
と
は
実
際
に

は
稀
で
す
。
延
命
治
療
不
要
の
事
前
指
示

書
を
残
し
て
も
、
細
か
な
条
件
設
定
の
な

い
紋
切
り
型
の
も
の
で
は
家
族
の
意
向
が

優
先
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｃ
Ｐ
と
は

　
平
成
30
年
４
月
に
改
訂
さ
れ
た
「
人
生

の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
の

決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
は
、
事
前
に
本
人
・
家
族
・
医
療

ケ
ア
チ
ー
ム
が
話
し
合
い
を
継
続
す
る

Advance�Care�Planning�

（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
例
え
本
人
で
も
、

個
人
の
意
見
は
限
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
く

不
完
全
な
も
の
で
す
。
異
な
る
立
場
で
そ

れ
ぞ
れ
の
情
報
を
持
ち
寄
り
、
全
体
像
を

把
握
し
た
上
で
最
善
を
考
え
る
の
で
す
。

　
変
化
に
応
じ
て
繰
り
返
さ
れ
る
話
し
合

い
で
、
臨
機
応
変
に
患
者
意
思
を
代
弁
で

き
る
チ
ー
ム
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
全
体
像
把
握
は
、
笠
間
市

で
毎
月
開
催
の
地
域
包
括
ケ
ア
・
事
例
検

討
会
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。家
族
関
係・

生
活
歴
・
経
済
状
況
・
日
常
生
活
動
作

（
A
D
L
）・
医
学
的
判
断
・
介
護
状
況
な

ど
を
、
多
職
種
で
情
報
共
有
し
ま
す
。
全

体
像
を
俯
瞰
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
か
自
然
と
わ
か
る
も
の
で
す
（
見

当
違
い
の
意
見
も
出
に
く
く
な
り
ま
す
）。

「
死
」を
意
識
す
る
こ
と
で

「
生
」を
意
識
す
る

　
こ
れ
か
ら
入
院
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
低
下
を
き
っ

か
け
に
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
話
し
合
い
が

推
進
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
進
行
性
に
Ａ
Ｄ

Ｌ
が
低
下
す
る
状
態
は
、
医
療
行
為
が
か

え
っ
て
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
示
唆
し

ま
す
。
在
宅
医
療
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

等
も
適
切
に
示
す
こ
と
で
、
在
宅
療
養
・

看
取
り
が
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
同
時
に
、
原
因
に
目
を
向
け
る
こ

と
も
必
要
で
す
。
孤
独
・
口
腔
機
能
低
下
・

不
適
切
な
薬
剤
使
用
等
に
介
入
す
る
こ
と

で
、
進
行
を
抑
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
死
」を
意
識
す
る
こ
と
で
、「
生
」を

意
識
し
た
連
携
も
進
め
ら
れ
れ
ば
良
い
と

考
え
ま
す
。
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Read&Acti
on

Read&Acti
on

暮らしの知って得する情報を紹介します。

気になる情報を見つけたら、アクションをおこしましょう。

日時 場所申し込み 問い合わせ申 問

※�納税は、簡単で便利な口座振替を。
※�納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
　�早めの納税をお願いします。
※�口座振替で納付の方は預金残高の確認を。

●固定資産税	 （4期）
●国民健康保険税	 （8期）
●後期高齢者医療保険料	 （8期）
●介護保険料	 （6期）

納期限
3月2日（月）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
館
情
報

『
み
つ
ば
ち
』（
笠
間
：
か
さ
ま
こ
ど
も
園
内
）
毎
週
月

～
金
曜
日
（
午
前
10
時
～
午
後
4
時
）。
祝
日
は
休
み
。

『
く
り
の
こ
』（
岩
間：市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
内
）毎
週
月・

水・木・金
曜
日（
午
前
10
時
～
午
後
4
時
）。祝
日
は
休
み
。

『
か
ん
が
る
ー
』（
友
部
：
笠
間
市
児
童
館
内
）

毎
週
月
～
金
曜
日
（
午
前
9
時
～
午
後
4
時
）。

問�

子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
1
6
2
）

地
域
児
童
相
談《
完
全
予
約
制
》

場
所
：
市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま　
2
階
会
議
室

日
時
：�

3
月
19
日
（
木
）
午
後
1
時
～
3
時

申
・
問�

子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
1
6
4
）

保
健
・
医
療
・
福
祉

募集 
み
ん
な
の
相
談
室 

〜
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
〜《
要
予
約
》

　
医
師
の
お
話
の
ほ
か
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

自
分
の
想
い
を
話
し
て
み
た
り
…
。

　
緩
和
医
療
や
自
分
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

テ
ー
マ
：
穏
や
か
な
最
期
の
た
め
に
～
緩
和
医
療
に
つ
い
て
～

�

３
月
12
日
（
木
）
午
後
2
時
～
3
時
30
分

　

��

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ
ま
行
政
棟

【
定　
員
】
20
名
（
要
予
約
）

申
・
問�

笠
間
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L�

0
2
9
6ｰ

7
8ｰ

5
8
7
1

文
化
・
ス
ポ

ー

ツ

   

駅
前
シ
ネ
マ
「
咲‒Saki‒

　
　
　
　
　
　
　
阿
知
賀
編episode of side-A

」

　
か
さ
ま
映
像
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し

て
、
審
査
員
で
も
あ
る
笠
間
市
出
身
の
小
沼
雄
一

監
督
の
作
品
を
上
映
し
ま
す
。「
咲‒Saki ‒

阿
知
賀

編
」
は
ト
モ
ア
で
も
撮
影
が
行
わ
れ
、
笠
間
市
で

は
初
上
映
で
す
。
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
！

子
育
て
・
教
育

イベント

�

3
月
8
日
（
日
）　
午
前
10
時
～

　
映
像
コ
ン
ペ
の
開
会
式
終
了
後
1
回
の
み
上
映
。

　

��

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

【
参
加
費
】
一
般
（
前
売
り�

1
0
0
0
円
、
当
日�

1
3
0
0

円
）
／
中
高
生
（
当
日
の
み�

8
0
0
円
）
／
小
学
生
以
下
は
無

料
※
映
画
を
5
回
見
る
と
1
回
無
料
。

【
申
込
方
法
】
前
売
り
券
は
窓
口
で
販
売
。
電
話
で
の
予
約
も
可
。

申
・
問�

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

T
E
L�

0
2
9
6ｰ

7
1ｰ

6
6
3
7

イベント 

企
画
上
映「
神
宮
希
林 

わ
た
し
の
神
様
」

　
2
0
1
3
年
、
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
を
追
っ

た
樹
木
希
林
の
お
伊
勢
参
り
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
一
緒
に
、
式
年
遷
宮
を
め
ぐ
る
旅
へ
。

�

3
月
15
日
（
日
）

　

��

①�

午
前
10
時
～　
②
午
後
2
時
～　
③
午
後
6
時
～

　

��

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

【
参
加
費
】一
般（
前
売
り�

1
0
0
0
円
、当
日�

1
2
0
0
円
）

／
中
高
生
（
当
日
の
み�

8
0
0
円
）
／
小
学
生
以
下
は
無
料

【
申
込
方
法
】
前
売
り
券
は
窓
口
で
販
売
。
電
話
で
の
予
約
も
可
。

申
・
問�

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」

T
E
L�

0
2
9
6ｰ

7
1ｰ

6
6
3
7

イベント 

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
と
ピ
ア
ノ 

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏
者�

宍し
し

戸ど

陽よ
う

子こ

と
世
界
で
活
躍

す
る
笠
間
市
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
小こ

林ば
や
し

萌も
え
里り

に
よ
る

デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
タ
ン
ゴ
の
名

曲
）
を
開
催
し
ま
す
。

��

2
月
23
日
（
日
）　
午
後
2
時
30
分�

開
場
、
３
時�

開
演

　

��

か
さ
ま
歴
史
交
流
館
「
井
筒
屋
」

【
参
加
費
】
前
売
り
：2
0
0
0
円

　
　
　
　

�

当
日
：�

2
5
0
0
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

【
申
込
方
法
】
直
接
来
館
ま
た
は
電
話
で

申
・
問�

か
さ
ま
歴
史
交
流
館
「
井
筒
屋
」

T
E
L�

0
2
9
6ｰ

7
1ｰ

8
1
1
8

小林萌里（ピアノ）

宍戸�陽子（サクソフォン）

募集�

ゆ
か
い
ふ
れ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー「
泳
力
検
定
会
」

　
（
財
）
日
本
水
泳
連
盟
が
認
定
す
る
公
認
の

泳
力
テ
ス
ト
（
1
級
～
7
級
）
で
す
。
合
格
す

る
と
履
歴
書
や
内
申
書
に
「
資
格
」
と
し
て
書

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

3
月
31
日
（
火
）
午
後
3
時
45
分
～
6
時

　

��

ゆ
か
い
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
対　
象
】
小
学
生
～
中
学
生
で
25
m
泳
げ
る
方

【
定　
員
】
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

【
参
加
費
】
1
種
目
受
験
5
1
0
円
・
2
種
目

受
験
8
2
0
円
（
入
場
料
2
0
0
円
+
1
種
目

に
つ
き
3
1
0
円
※
2
種
目
ま
で
受
験
可
能
）

※
入
金
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
、
当
日
欠
席
は
返
金

し
か
ね
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】
3
月
5
日
（
木
）
午
前
10
時
～
21
日
（
土
）

直
接
フ
ロ
ン
ト
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
は
お
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

ご
家
族
の
申
し
込
み
に
限
り
ま
す
。

【
申
込
時
に
必
要
な
も
の
】
参
加
費
・
申
込
書
（
当
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。）
※
詳
し
く
は
当
セ
ン
タ
ー
に

電
話
、
ま
た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問�

ゆ
か
い
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

T
E
L�

0
2
9
6
‐
７
8
‐
3
7
9
6

笠
間
市
国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

外
国
人
ひ
な
祭
り
交
流
会

�

3
月
1
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分�

笠
間
稲
荷
神
社
絵
馬
殿
集
合

午
前
11
時　
　

�

日
本
料
理
教
室

　
　
　
　
　
　

�

（
ひ
な
祭
り
五
目
ず
し
、貝
の
す
ま
し
汁
）

午
後
1
時　
　

�

匂
い
袋
作
り
方
教
室

午
後
2
時
30
分��

解
散

　

��

笠
間
稲
荷
神
社
絵
馬
殿

【
参
加
費
】
2
5
0
0
円

3
月
の
日
本
語
教
室

7
日
、
14
日
、
21
日
（
会
場
：
ト
モ
ア　
午
前
10
時
～
）

＊
外
国
人
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
・
問�

笠
間
市
国
際
交
流
協
会　
木き

村む
ら
美み

枝え

子こ

T
E
L�

0
9
0ｰ

2
7
6
1ｰ

8
7
1
1

2月の納税等
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生
活
環
境

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
お
得
情
報

○
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

�

国
が
９
月
か
ら
実
施
を
予
定
し
て
い
る
買
い

物
に
使
え
る
お
得
な
ポ
イ
ン
ト
。

　
○
○
ペ
イ
や
流
通
系
・
交
通
系
電
子
マ
ネ
ー

に
前
払
い
を
す
る
と
、
25
％
分
（
上
限
５
千
円

分
）
が
上
乗
せ
さ
れ
る
予
定
で
す
。
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
の
利
用
に
は

　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

　
②
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定

　
が
必
要
で
す
の
で
早
め
の
準
備
が
お
勧
め
で
す
。

　
令
和
３
年
３
月
か
ら
は
健
康
保
険
証
と
し
て

の
利
用
も
予
定
さ
れ
て
い
る
便
利
な
身
分
証
明

書
、
取
得
は
お
早
め
に
！

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
活
用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
）

総
務
課
（
内
線
２
１
６
）

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
）

市
民
課

（
内
線
：
１
４
７
）

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課

（
内
線
：
７
２
１
２
１
）

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課

（
内
線
：
７
３
１
８
５
）

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
と
な
り
ま
す
！

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が
出
産
し
た
場

合
、
出
産
前
後
の
一
定
期
間
国
民
年
金
保
険
料

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
免
除
期
間
】
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
（
産
前
産
後
期

間
）。

（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
が
属
す
る
月
の
3
か
月
前
か
ら
6
か

月
間
。）

マイナポイントについて
詳しく知りたい方はコチラ !

【
対
象
者
】
妊
娠
85
日
（
4
か
月
）
以
上
の
分

娩
（
死
産
、
流
産
、
早
産
、
人
口
妊
娠
中
絶
を

含
む
）を
し
た
方
の
う
ち
、産
前
産
後
期
間
に「
国

民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
期
間
」
を
有
す
る
方

【
届
出
時
期
】
出
産
予
定
日
の
6
か
月
前
か
ら
届

出
可
能
で
す
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
等
）

・
年
金
手
帳

・
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
の
認
印
）

・
出
産
前
の
届
出
：
母
子
健
康
手
帳
な
ど
、
出

産
予
定
日
が
分
か
る
も
の

・
出
産
後
の
届
出
：
出
産
日
は
市
区
町
村
で
確

認
で
き
る
た
め
原
則
不
要

※
被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
は
出
生
証
明

書
な
ど
出
産
日
及
び
親
子
関
係
が
分
か
る
書
類

【
届
出
先
】�

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市（
区
）役
所・

町
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

申
・
問�

保
険
年
金
課
（
内
線
1
4
1
）

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課
（
内
線
7
2
1
2
3
）

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課
（
内
線
7
3
1
8
1
）

募集 ��

笠
間
市
ま
ち
づ
く
り

　 

市
民
活
動
助
成
事
業
を
募
集

　

��（
市
民
活
動
団
体
の
提
案
事
業
に
対
す
る
補
助
事
業
）

　
N
P
O
法
人
や
民
間
団
体
、
大
学
や
企
業
等

と
の
協
働
を
推
進
し
、
市
民
活
動
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
市
民
自
ら
が
活
動
し
て
い
く
必
要

な
経
費
に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
次
の
各
号
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
団
体
。

（
1
）
不
特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の
利
益
の
増

進
を
目
的
と
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の

（
2
）
前
号
の
活
動
を
自
主
的
に
行
い
、
継
続

し
て
行
う
見
込
み
が
あ
る
も
の�

（
3
）
活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
す
る
活
動
を
行
う
も
の

（
4
）
他
の
地
域
、
民
間
活
動
の
モ
デ
ル
と
な
る
も
の

（
5
）
5
人
以
上
の
構
成
員
が
い
る
も
の�

※
宗
教
活
動
、政
治
活
動
、選
挙
活
動
を
除
く
。

【
事　
業
】
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
概
ね

令
和
2
年
4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
に
実
施
す

る
事
業

【
審
査
基
準
】
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
助
成
金
審

査
会
で
、
書
類
審
査
と
代
表
者
か
ら
の
直
接
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

【
手
続
き
】
笠
間
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
助

成
事
業
希
望
調
書
、
団
体
説
明
書
、
活
動
写
真

等
を
3
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
市
民
活
動
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
希
望
調
書
は
市
民
活

動
課
窓
口
設
置
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問�

市
民
活
動
課
（
内
線
1
3
2
）

事業区分 事業内容 補助率 助成金の額

1 自立促進事業

市民活動団体の設立や法
人化など、市民活動団体
の自立をめざす事業

必要な経費
（1団体1回限り） 限度額10万円

2 地域活性化事業

市内外からの集客を目的
に、創意と工夫をもって
取組む事業 事業費の

3分の2以内の額
又は30万円以内の
いずれか少ない額

限度額
30万円／単年
45万円／2年継続
※2ヶ年合計額
60万円／3年継続
※3ヶ年合計額

市民交流を促進するため
に効果的な事業

地域資源を効果的に活用
した個性的なまちづくり
事業

イベント�

天
狗
の
郷
バ
ザ
ー
ル
de
い
わ
ま

�

3
月
8
日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　

��

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
「
あ
た
ご
」

問�

根
本
（
0
9
0
‐
3
0
0
9
‐
7
8
8
3
）

募集�

上
級
救
命
講
習
会

�

3
月
8
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

　

��

消
防
本
部　
3
階

問�

消
防
本
部
（
0
2
9
6
‐
７
３
‐
0
1
1
9
）

イベント�

カ
サ
マ
ル
シ
ェ

�

3
月
28
日
（
土
）
午
前
9
時
～
正
午

　

��

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま

問�

農
政
課
（
内
線
5
2
7
）

イベント�

友
部
駅
前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

�

3
月
22
日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
1
時

　

��

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
「
ト
モ
ア
」
ま
ち
の
広
場

問�

佐
藤
（
0
9
0
‐
3
2
4
5
‐
0
8
8
0
）

く
ら
し
の
相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

��

友
部
公
民
館

�

3
月
18
日
（
水
）
午
後
1
時
～
4
時

問�

秘
書
課
（
内
線
2
2
5
）

特
設
無
料
人
権
相
談

　

��

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

�

3
月
18
日
（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

問�

水
戸
地
方
法
務
局

（
0
2
9
‐
2
2
7
‐
9
9
1
9
）

行
政
相
談

　

��

友
部
公
民
館

�

3
月
25
日
（
水
）
午
後
2
時
～
4
時

問�

秘
書
課
（
内
線
2
2
5
）
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Read&ActionRead&Action

運行日

運休日
月曜日から土曜日

日・祝祭日
８月１３日～１６日
１２月２９日～１月３日

利用対象者 笠間市内にお住まいの方

運 行 区 域
笠間市内全域を３つのエリアに分けて運行します。
エリア運行のため、車両の乗り換えがある場合があります。詳しくは、予約時にご確認ください。

運 行 時 間 午前８時１５分から午後５時まで

乗 車 料 金

運行ダイヤ 9便（８：１５　９：００　１０：００　１１：００　１２：００　１３：００　１４：００　１５：００　１６：００ ）

基本料金

未就学児

障がい者（※１）

介助者（※２）

小学生

（※３）４００円

無料

２００円

区　　分 料　　金

、 、 、 、 、 、 、 、

　同じ時間帯に予約した他の利用者と乗り合い
ながら、目的地まで送迎します。

（帰りの予約も同様です）

＊複数の方の乗り合いのため、時間には
　余裕を持ってご利用ください。

①

②

③

④

「デマンドタクシーかさま」は、笠間市民が利用できる乗合タクシーです。

事前に利用登録を行い
乗車券を購入します

　電話で移動したい時間帯と
目的地を予約すると・・

今日の１０時の便で自宅から
○○商店まで予約します。

乗車券＋

デマンドタクシーの利用方法デマンドタクシーの利用方法

２００円券、４００円券の２種類があります。
（各１０枚つづり）

○利用登録をお願いします

　窓口に備え付けてある申請書に必要事項を記入して、
窓口・郵送・FAX、又はお電話でお申込みください。

乗車券

○乗車券を購入ください

窓　口 笠間市商工会、笠間市役所企画政策課、

笠間支所福祉課、岩間支所福祉課、

笠間市社会福祉協議会

電　話

郵　送 〒309-1705笠間市東平二丁目３番３号
　笠間市商工会友部事務所 まで

デマンドタクシー
　　　　　かさま

お出かけしましょ

笠間市商工会、笠間市役所企画政策課

　デマンドタクシーかさまは、笠間市民が利用
できる乗合タクシーです。
　買い物、通院、レジャー等に「デマンドタクシー」
をご利用ください。

　ばら売り（1枚から）は、笠間市商工会、笠間
市役所、ポレポレなどで取り扱っています。

デマンドタクシーかさま
（乗り合いタクシー）

４００円券導入！
さらに便利に
なりました！

料金は乗車券払いです。乗り換え時は無料。
障がい者は、身体障害者手帳、精神障害者保健福祉
手帳、療育手帳を所持する方です。登録時に手帳の
写しが必要です。
介助が必要であると登録した方は、原則として
お１人での利用はできません。
４００円券１枚、２００円券２枚など、合計金額が４００円
であればどのような形でもお支払い頂けます。

※
※１

※２

※３

デマンドタクシー －かさま予約センター　0296-70-9000
ご不明な点はお問い合わせください

岩間地域笠間・友部地域（笠間市役所 企画政策課　TEL　　　　　　　０２９６－７７－１１０１／　　　　 ０２９９－３７－６６１１）
笠間市商工会 友部事務所　TEL ０２９６－７７－０５３２

（お願い）300円券をお持ちの方は、令和2年3月31日までにご使用ください。

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告
【環境モニタリング（9月～11月分）】
　環境保全事業団から、最終処分場モニタリング・溶融処理施設モニタリング・モニタリング結果の住民公表・排ガスの維持管理・
浸出水の放流について、９月から１１月分の監視項目に係る資料の説明を受け、施設が適正に管理運営されていることを確認した。
①�　最終処分場の浸出水処理水における流入水では、カドミウム、ヒ素が検出されたが、流入水・処理後の放流水ともに、全ての
項目で下水道の放流基準値を下回った。なお、放流水は、笠間市の公共下水道へ放流している。

②�　地下水の定期モニタリングにおいては、全ての項目で環境基準値（排水基準の1/10 程度）を下回った。また、４箇所あるモ
ニタリング井戸については、総鉄、総マンガンが水道水質基準値を超えていたが、過去のデータと比較して大きな変動はなかった。

③�　防災調整池からの雨水等放流水については、全ての項目で排水基準値を下回った。
④�　溶融処理施設の排ガス常時監視については、塩化水素の時間最大値で自主管理基準値を超えた時間帯があったが、法定基準値
を上回ることはなかった。また、日平均値はすべて自主管理基準値未満であった。

【次回の監視活動】
　廃棄物の受入について実施。� 問　環境保全課（内線126）

実施日 12 月 26 日
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定量的な目標値の設定（案）

一般の戸建住宅は、届出はいらないんだよ!

または
1,0 0 0㎡以上の住宅等

３戸以上
「居住誘導区域,生活機能維持区域」外

での開発・建築

【問い合わせ】都市計画課（内線586） 次回は、景観行政団体についてお知らせします。

まちづくりナビ
笠間のいな吉®
笠間特別観光大使

　今回は立地適正化計画の「誘導施策」とその効果を把握・評価するための「目標値」、
さらに計画の公表後に必要となる「届出制度」についてお知らせします。

第12回 今回は、誘導施策、
目標値、届出制度
について解説する
よ！
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かさま

ともべ

いわま

TEL.0296-72-5046

TEL.0296-78-1200

TEL.0299-45-2082

@kasama_klib

@tomobe_klib

@iwama_klib

書籍・CD
DVD

と しょ かん

と

も

べ

い

わ

ま

か

さ

ま

各館の行事予定

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時～11時20分）
3月6日（金）『いいおといっぱい』ほか
3月20日（金）『まてまてさん』ほか
◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
3月1日（日）『だちょうさんのたまご』ほか＜はぁとtoはぁと＞
3月8日（日）『へそのかくれが』ほか＜ハッピー＞
3月15日（日）『おおかみと7ひきのこやぎ』ほか＜たんぽぽ＞
3月22日（日）『ジョン君とお話』ほか＜語り部の会＞
◆ヒーローおはなし会（幼児～小学生向け　午後２時～）
3月21日（土）読み聞かせ・握手・撮影会
　　　　　　 （笠間図書館2階ホール）
◆ギャラリー
2月28日（金）～3月25日（水）
Kanoko9個展 絵本みたいなおりがみ展

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前１１時～）
3月5日（木）『プリンちゃんとだいふくくん』ほか
3月19日（木）『そらまめくんのおやすみなさい』ほか
◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～）
3月1日（日）来てのおたのしみ！＜すみれのWA＞
◆ギャラリー
◇3月3日（火）～3月15日（日）

『木版画展示』ともべ版画クラブ
◇3月17日（火）～3月29日（日）

『植物画展示』ボタニカルアート愛宕

◆おはなし会（０歳～３歳向け　午前11時30分～）
3月12日（木）『タイヤタイヤだれのタイヤ』ほか

＊場所：岩間子育て支援センター くりのこ
◆おはなし会（４歳～小学生向け　午後２時～２時３０分）
◇日曜おはなし会
3月1日（日）『チップとチョコのおつかい』ほか
◇おはなしのとびら
3月14日（土）『ゆらゆらばしのうえで』ほか

＜めだかクラブ＞
3月28日（土）来てのおたのしみ！＜サルビア＞

3月

一般書 児童書

順位 資　料　名 著　者 順位 資　料　名 著　者

1位 蜜蜂と遠雷 恩
おんだ
田�陸

りく 1位 かいけつゾロリ	シリーズ 原
はら
�ゆたか

2位 魔力の胎動
（Laplace’s	movement） 東

ひがしの
野�圭

けい ご
吾 2位 ほねほねザウルス	シリーズ カバヤ食

しょく
品
ひん
株
かぶ
式
しき
会
がい
社
しゃ

3位 マスカレード・ナイト
（Masquerade	Night） 東野�圭吾 3位 おしりたんてい	シリーズ トロル

4位 すぐ死ぬんだから 内
うちだて
館�牧

まき こ
子 4位 ポケモンをさがせ！�シリーズ 相

あい
原
はら
�和
かずのり
典

5位 コンビニ人間 村
むらた
田�沙

さ
耶
や
香
か

5位 ノラネコぐんだん�シリーズ 工
く�どう
藤�ノリコ

5位 沈黙のパレード
（[ガリレオ]�[９]） 東野�圭吾 6位 100かいだてのいえ�シリーズ いわい�としお

7位 素敵な日本人
（東野圭吾短編集） 東野�圭吾 7位 ざんねんないきもの事典　続

（おもしろい！進化のふしぎ） 今
いまいずみ
泉�忠

ただ
明
あき

7位 未　来 湊
みなと
�かなえ 8位 おばけのてんぷら せな�けいこ

9位 かがみの孤城
（THE�SOLITARY�CASTLE�IN�THE�MIRROR）� 辻

つじ
村
むら
�深
みづ き
月 9位 こねてのばして ヨシタケ�シンスケ

9位 そして、バトンは渡された 瀬
せ
尾
お
�まいこ 10位 おしっこちょっぴりもれたろう ヨシタケ�シンスケ

発表！ 2019 年 貸出ランキング
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早めのお見積りを

全品全品15%OFF15%OFF15%OFF15%OFF

10周年記念セールセール

（
税
別
）

　
難
台
山
中
腹
に
「
小
田
五
郎
挙
兵
難な

ん

台だ
い

城じ
ょ
う

址し

追つ
い

弔ち
ょ
う

碑ひ

」（
以
下
「
追
弔
碑
」）
と
い
う
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
碑
が
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
建こ

ん

立り
ゅ
うさ
れ
た

経
緯
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

　
十
四
世
紀
後
半
、
常
陸
国
南
部
の
小
田
氏
の
一
族

小お

田だ

五ご

郎ろ
う

藤ふ
じ

綱つ
な

が
、
下し

も
つ
け
の
く
に

野
国
（
栃
木
県
）
の
小お

山や
ま

氏

の
一
族
小
山
若わ

か

犬い
ぬ

丸ま
る

と
盟
を
結
び
、
南
北
朝
時
代
末

期
の
嘉か

慶け
い

元
年
（
元
中
四
年
・
一
三
八
七
）、
関
東

八
州
を
支
配
す
る
鎌か

ま

倉く
ら

公く

方ぼ
う

足
利
氏う

じ

満み
つ

に
背
い
て
挙

兵
し
、
難
台
山
に
立
て
こ
も
り
ま
し
た
。
力
戦
奮
闘

の
末
、
翌
年
五
月
十
八
日
、
主
将
小
田
五
郎
は
手
兵

百
余
名
と
共
に
討
死
し
、
客か

く

将し
ょ
う

小
山
若
犬
丸
は
再
起

を
図
り
脱
出
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
北
朝
の
天
皇
を

擁
立
し
た
足
利
政
権
に
よ
る
全
国
支
配
が
ほ
ぼ
完
成

し
た
時
期
で
し
た
。　

　
次
に
、「
追
弔
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
経
緯
を
考
え

て
み
る
と
、
昭
和
九
年
は
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
に
よ
る
建け

ん

武む

中ち
ゅ
う

興こ
う

（
現
在
は
「
建
武
の
新
政
」
と
よ
ぶ
）
か
ら
数

え
て
六
百
年
後
に
当
た
り
、
一
部
の
軍
人
・
神
職
・

歴
史
家
な
ど
に
よ
り
、
後
醍
醐
天
皇
と
南
朝
の
忠
臣

の
功
績
を
顕
彰
す
る「
建
武
中
興
六
百
年
記
念
事
業
」

が
全
国
各
地
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
旧
岩

間
町
に
お
い
て
も
、
同
年
三
月
に
南
朝
の
忠
臣
小

田
五
郎
追
弔
祭
が
岩
間
小
学
校
（
現
岩
間
第
一
小

学
校
）
に
て
挙
行
さ
れ
、
岩
間
町
長
は
じ
め
約

一
千
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
民
の
寄
付
金
に
よ
り
小
田
五
郎
の

「
追
弔
碑
」
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
高
さ

四・五
ｍ
、
幅
一・八
ｍ
に
余
る
仙
台
石
に
、
町
長

梅う
め

里さ
と

好こ
う

文ぶ
ん

揮き

毫ご
う

に
よ
る
「
小
田
五
郎
挙
兵
難
台
城

址
追
弔
碑
」
と
い
う
銘
が
刻
ま
れ
、
難
台
山
中
腹

に
建
立
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
旧
堅か

た

倉く
ら

村
（
小
美
玉
市
）
納の

う

場ば

の
小こ

林ば
や
し

虎と
ら

男お

氏
が
難
台
山
麓
で
拾
得
し
て
自
家
に
保
管
し

て
い
た
「
小
田
五
郎
」
と
刻
ま
れ
た
墓
碑
ら
し
き

石
碑
（
高
さ
二
十
五
㎝
・
幅
二
十
㎝
）
も
、
旧
岩

間
町
に
寄
贈
さ
れ
て
、「
追
弔
碑
」
の
傍
ら
の
祠

の
中
に
格
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
同
年
五
月
、
笠
間
市
泉
に
あ
る
藤
塚
と
呼

ば
れ
る
円
墳
か
ら
、
後
醍
醐
天
皇
の
側
近
藤ふ

じ

原わ
ら
の

藤ふ
じ

房ふ
さ

の
銘
碑
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
藤
房
の
命
日
を

卜ぼ
く

し
て
同
年
十
月
十
日
慰
霊
祭
が
挙
行
さ
れ
て
、

翌
年
藤
塚
古
墳
上
に
「
藤
原
藤
房
卿き

ょ
う

遺い

跡せ
き

」
な
る

石
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

（
市
史
研
究
員　
萩は

ぎ

野の

谷や�

洋よ
う

子こ

）

小
田
五
郎
挙
兵

難
台
城
址
追
弔
碑
に
つ
い
て

小田五郎追弔碑

No.52

【問い合わせ】生涯学習課（内線 382）

令和２年 広報かさま ［２月号］ No.16715



石井交差点

グルメ
紀行

取材を終えて

　「トマト栽培に夢中で、楽しく
て仕方ない」とお話しされていた
ことが、とても印象的でした。
　データに基づいてトマトを管理し
ていて、とてもハイテクだと感じまし
た。お父様からトマト栽培を受け継
いだ後も、より美味しいトマトをたく
さん作ろうと努力されている姿が印
象的でした。消費者としては、安心・
安全に食べられるよう気遣って
いるという点も嬉しいです。

※取材にご協力いただける農家や地産地消協力店を随時募集しています。

地産地消応援団の
「笠間グルメイト」が、

農家や地産地消協力店をレポートします。
この記事に関するお問い合わせは、

農政課（内線528）へ。

食べて

『かさま』応援！

トマト農家
村上隼人
さん

むら かみ は　や　と

今月の訪問先

甘味と酸味のバランスが良いトマト。春に近付くにつれ
甘くなるということで、味の変化も楽しみです。

Information
 JA常陸直売所
 ・みどりの風（笠間市平町1248）
 ・土からのたより（笠間市押辺2709-137）
 ・めばえ（笠間市笠間4376）
 市内カスミ各店舗 等
問村上　TEL.0296-77-2388

トマトの
販売場所

写真左から
グルメイト　川

かわ
上
かみ

 由
ゆ

美
み

子
こ

 さん、小
こ

林
ばやし

 三
み

津
つ

子
こ

さん、トマト農家 村
むら

上
かみ

 隼
はやと

人さん

物
心
つ
い
た
時
か
ら
身
近
に
あ
っ
た
ト
マ
ト

　

本
日
お
伺
い
し
た
の
は
大
田
町
の
ト
マ
ト
農
家
、

村
上
隼
人
さ
ん
の
農
園
で
す
。「
父
が
ト
マ
ト
栽
培
を

行
っ
て
い
て
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
農
業
を
見
て
育
っ
た

の
で
、
自
分
が
継
ぐ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。」
と
の
こ
と
。
現
在
は
、
大
型
の
鉄
骨
構
造

の
ハ
ウ
ス
で
の
栽
培
を
メ
イ
ン
に
、
合
計
で
37
ア
ー
ル

の
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
実
際
に
ト
マ
ト
栽

培
に
取
り
組
み
始
め
、
今
で
は
す
っ
か
り
ト
マ
ト
に
夢

中
に
な
り
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
、
ず
っ
と
ハ
ウ
ス
の
中

に
い
て
、
ず
っ
と
ト
マ
ト
と
向
き
合
っ
て
い
た
い
と
思

う
ほ
ど
で
す
。」
と
話
す
村
上
さ
ん
。
６
～
７
年
前
か

ら
は
オ
ラ
ン
ダ
の
農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
講
習
を
受

け
、
日
々
ト
マ
ト
栽
培
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
の
水
耕
栽
培
と
徹
底
し
た
栽
培
管
理

　
村
上
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
水
耕
栽
培
」
は
、

土
を
使
わ
ず
土
に
変
わ
る
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
と
い
う
培

地
と
水
と
液
体
肥
料
で
植
物
を
育
て
る
方
法
で
、
根

の
状
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
そ
う
で
す
。

　
ト
マ
ト
栽
培
の
難
し
い
点
を
伺
う
と
、「
光
合
成
で

で
き
る
糖
を
、
い
か
に
し
て
ト
マ
ト
の
実
ま
で
届
け

る
か
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
光
合
成
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
糖
は
、
ト
マ
ト
の
呼
吸
量
が
多
い
と
消
費
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
測
定
機
器
で
日
光

の
量
を
測
り
、
液
体
肥
料
や
二
酸
化
炭
素
の
量
を
調

整
す
る
こ
と
で
呼
吸
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
室
温
や
湿
度
、
光
の
量
に
対
し
て
ト
マ

ト
の
葉
の
量
の
調
整
も
行
い
ま
す
。」
と
の
こ
と
。

ト
マ
ト
栽
培
に
必
要
な
デ
ー
タ
は
す
べ
て
測
定
さ

れ
、
パ
ソ
コ
ン
に
逐
一
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
宅

で
一
息
つ
い
て
い
る
と
き
も
デ
ー
タ
を
確
認
し
て
い

る
そ
う
で
、
細
や
か
な
管
理
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
病
害
虫
へ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
安
心
し

て
食
べ
ら
れ
る
ト
マ
ト
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い

と
、
栽
培
す
る
自
分
た
ち
の
安
全
も
考
え
、
植
物
性

の
油
で
虫
を
窒
息
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
殺
虫
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
納
豆
菌
を
用
い
、
暖
房
機
の
除
湿

運
転
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
病
気
は
ほ
と
ん
ど
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
。」
と
の
こ
と
で
、
病
害
虫
は
発
生

さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。

い
つ
か
ト
マ
ト
の
先
生
に

　
今
後
の
展
望
を
伺
う
と
、「
日
々
研
究
を
積
み
重
ね

た
結
果
、
今
で
は
ト
マ
ト
の
味
と
収
量
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
〝
味
の

良
さ
〟
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

数
値
に
基
づ
き
科
学
的
に
栽
培
し
て
い
る
と
、
こ
う

し
た
い
と
考
え
て
ト
マ
ト
に
働
き
か
け
た
結
果
が
、

き
ち
ん
と
返
っ
て
き
て
、
そ
れ
が
と
っ
て
も
楽
し
い

ん
で
す
。
も
っ
と
勉
強
し
て
、〝
ト
マ
ト
の
先
生
〟
に

な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
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ミート♥パイ

【問い合わせ】保健センター TEL0296-77-9145

笠間市のヘルスリーダーの会が紹介する

栄養成分（1人分）

エネルギー 
たんぱく質
脂　　　質

452kcal
14.7g
31.4g

炭水化物
食塩相当量

26.8g
1.7g

主食（ごはん、パン、麺） 
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理）
主菜（肉、魚、卵、大豆料理）
牛乳・乳製品
果物

0SV
2SV
1SV

0
0

食事
バランス
ガイド

詳しくは 食事バランスガイド 検索

毎月19日
は

食育
の日

笠間焼うつわ
プレゼント

2月号締め切り：2月28日（金）必着
【提供】鈴木　慎一さん（来栖）サイズ：約32×13㎝

すず き しんいち

広報紙の感想を添えて、住所・氏名・電話番号を
明記のうえ、秘書課まではがきでお申し込みください。
※当選者の方には、笠間市役所本所まで、受け取りに来ていただきます。

★ 冷凍パイシート ▶2枚（200ｇ）
　じゃがいも ▶１個（180ｇ）
　バター（有塩） ▶10ｇ
　牛乳 ▶20㏄
　塩 ▶小さじ1／6
　こしょう ▶少々
★ 打ち粉 ▶適量

　合挽き肉 ▶150ｇ
　玉ねぎ（すりおろす） ▶１／２個（100ｇ）
　カットトマト缶 ▶200ｇ
　こしょう ▶少々
　トマトケチャップ ▶大さじ2（30ｇ）
★ クリームチーズ（1/2に切る） ▶4個（72ｇ）
★ 全卵（パイに塗る用） ▶１／2個

❶ パイシートを常温で解凍する（30分程度）。オーブンを200℃に予熱する。
❷ じゃがいもは水で洗い、皮に一周り切れ目を入れて、ラップをし、電子レンジで

700Ｗ5分加熱する。加熱したじゃがいもの皮をむき、粗くつぶし、バター、塩、
こしょう、牛乳を加えてよく混ぜ、マッシュポテトを作り8等分する。

❸ フライパンで合挽き肉を火がとおるまで炒め、玉ねぎ、カットトマト、こしょう、トマト
ケチャップを加え、水分が無くなるまで加熱し、8等分する。

❹ 解凍したパイシート１枚を2等分し、伸ばす。伸ばしたパイシー
トを更に２等分する。パイシートの中央より左側にマッシュポ
テト、③、クリームチーズの順に乗せ、パイシートを被せ、三辺
をフォークで押しつけて留め、溶いた卵液を表面に塗る。

❺ 天板にクッキングシートをしき、パイを乗せ、予熱した
オーブン中段で20分焼く。1人2個を盛付ける。

材
料（
４
人
分
）

作
り
方

パイシートの切り方と
具材を置く位置

具具

具

一人分

20,950円
10,470円
※消費税10%の場合の料金です。

M&Mマスヤ
22,000円（税別）

笠間市住吉1364
友部スクエア館内 ☎0296-70-9139

若返る！キレイになるぞ！
コース

１回 5,500円（税別）

時々やりたいコース

ソニックエステお試し
フルコース体験

1,000円（税別）

エステ受付時間
　10:00～18:00

※施術代別 １回毎に2,000円（税別）

　特別価格につき、1日限定3名、
１人１回限りのチャンス！

フェイス12回分

5,500円
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講師の（株）ミライロ・日本ユニバーサルマナー協会�田﨑さん

訓練での検査の様子
3

2
　
常
磐
大
学
で
市
長
と
学
生
が
笠
間
に
つ
い
て
語
り
合
う
市
政
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
、
笠
間
市
在
住
の
常
磐
大
生
10
名
。

　
「
カ
フ
ェ
も
増
え
て
、
行
き
た
い
場
所
も
増
え
て
き
た
け
ど
、
ア
ク
セ
ス
が
大
変
。」「
犬
猫
殺
処

分
ゼ
ロ
の
た
め
に
猫
カ
フ
ェ
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。」
な
ど
、
若
者
の
視
点
か
ら
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
、
市
長
と
話
し
合
い
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

常
磐
大
学
生
と
笠
間
を
語
る

11
28

3
　
笠
間
市
原
子
力
災
害
対
応
訓
練
を
、
県
や
関
係
機
関
と
合
同
で
実
施
し
、
市
民
を
含
め
約
1
0
0

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
東
海
第
2
原
発
で
の
不
測
の
事
態
を
想
定
し
て
行
わ
れ
、
検
査
や
除
染
の
手
順
な
ど
課
題
を
探
り

ま
し
た
。

　
山
口
市
長
は
「
想
定
外
に
対
応
す
る
た
め
に
訓
練
を
行
う
こ
と
で
、
災
害
時
の
対
応
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
避
難
計
画
の
実
効
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

原
子
力
災
害
対
応
訓
練

12
21

4
　
有
限
会
社
三
共
金
属
工
業
所
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
自
動
車
部
品
や
建
築
金
物
等
を
、
金
型
製
作
か
ら
プ
レ
ス
加
工
、
完
成
品
ま
で
一
貫
し
て
生
産
し

て
い
る
三
共
金
属
工
業
所
の
鈴
木
社
長
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。
寄
付
金
は
、
一
人
親
家
庭
の
新
小
学
1
年
生
や
遺

児
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
有
限
会
社
三
共
金
属
工
業
所
は
市
が
ん
ば
る
企
業
応
援
連
絡
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
寄
付

12
25

1
　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
考
え
る「
L
G
B
T
講
演
会
」が
友
部
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
ご
ろ
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ゲ
イ
・
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
頭
文
字
を
と
っ

た
〝
L
G
B
T
〟
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
L
G
B
T
の
基
礎
的
な
内
容
か
ら
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
へ
の
配
慮
や
接
し
方

な
ど
を
学
び
、
誰
も
が
違
い
を
認
め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
や
多
様
な
生
き
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
何
が
い
い
と
思
う
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
自
分
の
個
性
を
素
直
に
楽
し
め
る
環
境
を
み
ん
な

で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〝
人
と
違
う
〟
は
価
値
あ
る
個
性

12
18

2

1

懇談会に参加した常磐大学生の皆さん
4

三共金属工業所の皆さん
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NPO法人やみぞの森の役員のみなさん

第5分団（左）、第8分団（右）の分団員の皆さん

島田さん右から藤崎課長、山口市長

（左から）中沢さん、青木さん、富田さん

67

9

5

8

12
3

567
　
水
戸
市
の
N
P
O
法
人
や
み
ぞ
の
森
か
ら
、
か
さ
ま
歴
史
交

流
館
井
筒
屋
へ
木
製
ベ
ン
チ
が
寄
贈
さ
れ
、
市
長
か
ら
石い

し

川か
わ

多た

聞も
ん

理
事
長
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ベ
ン
チ
寄
贈
は
、
普
段
森
林
と
触
れ
合
う
機
会
の
少
な

い
方
々
に
も
木
の
良
さ
を
体
感
し
、
木
材
の
活
用
方
法
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
を
使
用
し
て
作
ら
れ
た
温
か
み
の
あ
る
ベ

ン
チ
が
4
基
、
新
た
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄

り
の
際
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
市
内
在
住
の
木
彫
師
、
島し

ま

田だ

幸こ
う

作さ
く

さ
ん
よ
り
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
あ
た
ご
」
に
作
品
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
き
く
翼
を
広
げ
た
鷲
の
力
強
さ
と
、
元
気
な
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
彫
り
出
さ
れ
た
作
品
は
、
力
強
く
未
来
に
向
か
っ

て
羽
ば
た
く
姿
を
表
現
し
た
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
る
も
の
で
、

ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
を
利
用
し
、
約
1
か
月
か
け
丹
念
に
制
作

さ
れ
ま
し
た
。

　
島
田
さ
ん
は
「
新
た
な
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
仲
間

と
強
い
絆
で
結
ば
れ
、
お
互
い
を
尊
重
す
る
気
持
ち
を
持
ち
、

力
強
く
前
に
進
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
太
陽
光
発
電
・
オ
ー
ル
電
化
・
蓄
電
池
等
の
専
門
会
社
で
あ

る
株
式
会
社
エ
イ
ジ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

フ
で
集
め
ら
れ
た
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
法
人
営
業
部
の
藤
崎
課
長
は
市
長
へ
目
録
を
手
渡
し
、「
動

物
愛
護
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

観
光
拠
点
に
ベ
ン
チ
を
寄
贈

令
和
に
は
ば
た
く
子
ど
も
た
ち
へ

動
物
愛
護
に
対
す
る
寄
付

12
19

8
　
第
5
分
団
及
び
第
8
分
団
へ
の
新
た
な

消
防
ポ
ン
プ
車
の
貸
与
式
が
、
消
防
本
部

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
市
長
は
「
市
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
と
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
こ
と
が
、

皆
さ
ん
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
使
命
。
災

害
出
動
時
に
は
笠
間
市
民
の
た
め
に
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
あ
い

さ
つ
。

　
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
資
機
材
の
取
り
扱

い
や
注
意
点
を
確
認
し
た
あ
と
、
老
朽
化

し
た
旧
車
両
か
ら
新
車
両
の
乗
り
替
え
を

行
い
ま
し
た
。

地
域
防
災
を
担
う
消
防

団
-第
5
&
第
8
分
団
12
21

9
　
「
い
ば
ら
き
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア
」

の
な
か
で
行
わ
れ
て
い
る
「
い
ば
ら
き
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
み
な
み
学
園

義
務
教
育
学
校
９
年
生
の
中な

か

沢ざ
わ

優ゆ
う

人と

さ

ん
、
青あ

お

木き�

聖せ
い

弥や

さ
ん
、
富と

み

田た�

陸り
く

さ
ん
の

3
名
が
優
勝
し
、
昨
年
に
続
く
二
連
覇
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
授
業
で
使
用
し
て
い

る
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
い
、
ゲ
ー
ト
を
通
り
抜

け
、課
題
の
コ
ー
ス
を
走
破
す
る
も
の
で
、

参
加
チ
ー
ム
の
中
で
唯
一
制
限
時
間
内
に

ク
リ
ア
し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
プ
レ
ゼ
ン
の
発
表
も
あ
り
、
総
合
点
で

1
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で

み
な
み
学
園
が
二
連
覇

11
17
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Hot People
最近のまちの話題をお届けします

－ スポーツ少年団 －
青少年の健全育成のためスポーツ少年団は、東京五輪

（1964年）の2年前に創設されました。同じ年の子どもと
同じ目標に向かって走ったり、学年の違う子どもとも触
れあったりできます。

活動拠点 友部第二中学校柔道場
練習日時 火、木（17：30～18：30）
　　　　　土（16：00～18：00）
その他の活動 鏡開き、バーベキュー、懇親会

柔道を通じて心と体
を鍛えることで、多
少の困難にも負けな
い、強い人間に育っ
てほしいです。そして厳しい稽古に耐え努力
することで強くなれる、柔道の楽しさを知っ
てほしいですね。

正
し
い
柔
道
を
身
に
つ
け
る

　
平
成
22
年
4
月
に
発
足
し
、
現
在
、
小

中
学
生
、
幼
児
合
わ
せ
て
21
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
週
３
回
の
稽
古
を
通
し
て
、
正

し
い
柔
道
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
柔
道

を
楽
し
み
、
長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

選
手
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
分
を
知
る

　
ま
た
、
年
10
回
程
度
県
内
の
柔
道
大
会

に
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
力
が
ど
の
く

ら
い
つ
い
て
い
る
か
を
知
り
、
そ
し
て
試
合

結
果
に
よ
っ
て
自
信
や
反
省
を
促
す
こ
と

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

指
導
方
針
・
モ
ッ
ト
ー

団
の
Ｐ
Ｒ

　
相
手
を
尊
重
し
て
敬
意
を
払
い
、
礼
儀

作
法
を
重
ん
じ
る
柔
道
の
精
神
を
通
じ
て

の
人
間
形
成
が
柔
道
の
魅
力
で
す
。
見
学

は
い
つ
で
も
大
歓
迎
。
ぜ
ひ
道
場
で
こ
の

迫
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

競
技
の
魅
力

友部柔道あかつき会友部柔道あかつき会
第10回スポーツ少年団に

密着インタビュー！

指導者コメント

男女関係なく仲が
良いのが自慢です。
つらい時こそ自分
が先に立って声をだ
し、みんな を 引っ
張っていくように心
がけています。心に残るような１本を決
めることが自分の目標です。

原 悠月くん原 悠月くん
小学6年生小学6年生

よし わら　  ゆ　づきよし わら　  ゆ　づき

キャプテン

藤岡 正勝 団長藤岡 正勝 団長
ふじ おか   まさ かつふじ おか   まさ かつ

代表指導者

柔
道
を
通
じ
て
の
青
少
年
育
成
と

社
会
に
役
立
つ
人
づ
く
り

3 2 1

旭町西区会の花壇 語り部の皆さん　左から小林さん、梅原さ
ん、根本さん、西口さん、南先生( 歴史指導)

左から、吉井会長、諸星副会長

11
30

1
秋
季
善
行
表
彰
を
受
賞

　
明
治
神
宮
で
（
一
社
）
日
本
善
行
会
に

よ
る
秋
季
善
行
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
み
ず
ほ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

（
笠
間
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
た
暮
ら
し
を

送
れ
る
よ
う
に
立
哨
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
日
々
行
っ
て
い
て
、
吉よ

し

井い�

勝か
つ

藏ぞ
う

会
長

は
、「
地
域
住
民
を
第
一
に
考
え
、
防
犯

活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

2

12
20

郷
土
の
宝
「
民
話
」
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る

　
伝
説
・
昔
話
な
ど
の
「
民
話
」
は
、
世

界
で
そ
こ
に
し
か
な
い
郷
土
の
宝
で
す
。

　
そ
の
宝
「
民
話
」
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
た
め
に
公
民
館
で
開
講
し
た
「
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
に
は
30

名
が
参
加
し
、
郷
土
の
民
話
を
学
び
市
内

の
小
学
校
で
民
話
の
語
り
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

3
茨
城
県
知
事
賞
を
受
賞

　
県
民
・
団
体
・
企
業
・
行
政
が
手
を
つ

な
い
で
支
え
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
ば
ら
き
県
民
運
動
」
の

花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
団
体
・

職
場
の
部
に
お
い
て
、
2
6
0
の
応
募
団

体
の
中
か
ら
旭
町
西
区
会
が
、
茨
城
県
知

事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

12
5

優		勝：櫻
さくらい

井	尊
た け る

琉（友部剣友会）
第2位：鯉

こい	ぬま

沼	遼
りょう

（友部剣友会）
第3位：松

まつざき

﨑	蒼
あ お ば

羽（岩間剣友会）
第3位：加

か と う

藤	巴
は な

菜（友部剣友会）

基本の部第14回 笠間市民剣道大会（市長杯・議長杯争奪剣道大会）
 兼茨城県スポーツ少年団交流大会笠間市代表選考会
令和元年10月26日、27日（友部中学校武道館、友部高校体育館）笠間市内の少年剣道
4団体と4中学校の選手、高校生・一般、計110名が参加して行われました。

第32回 笠間市長杯バスケットボール大会
　　　　　　　　	準優勝：笠間男子ミニバスケットボールスポーツ少年団
　　　　　　　　	準優勝：友部女子ミニバスケットボールスポーツ少年団
　　　　　　　　	第3位：友部第二中学校　第4位：笠間中学校　敢闘賞：友部中学校
　　　　　　　　	準優勝：岩間中学校　敢闘賞：友部第二中学校

小学生男子の部
小学生女子の部
中学生男子の部
中学生女子の部

12月7日（土）、8日（日）笠間市民体育館ほか

優		勝：小
こばやし

林	駿
は や と

仁（直心館飯島道場	交流大会代表）
第2位：入

い り え

江	倭
や ま と

士（直心館飯島道場）
第3位：松

まつざき

﨑	恵
め ぐ る

琉（岩間剣友会）
第3位：櫻

さくらい

井	陽
は る と

斗（友部剣友会）

小学生低学年の部

優		勝：市
いちかわ

川	潤
じゅん

（直心館飯島道場　交流大会代表）
第2位：深

ふかさく

作	涼
りょうた

太（直心館飯島道場　交流大会代表）
第3位：濱

は ま だ

田	龍
りゅうせい

聖（直心館飯島道場）
第3位：仲

な か の

野	颯
そ う た

汰（友部剣友会）

小学生高学年男子の部
優		勝：友

と も べ

部	律
り つ こ

子（直心館飯島道場	交流大会代表）
第2位：鈴

す ず き

木	縁
えん

（岩間剣友会	交流大会代表）
第3位：飯

い い だ

田	咲
さ く ら

良（岩間剣友会）
第3位：打

うちこし

越	蒔
ま な み

七泉（友部剣友会）

小学生高学年女子の部

優		勝：神
か ん べ

戸	鍬
しゅうさく

作（岩間中	交流大会代表）
第2位：河

か わ い

井	浬
かいり

（岩間中	交流大会代表）
第3位：小

こばやし

林	孟
た け し

司（友部中	交流大会代表）
第3位：門

も ん ま

馬	稜
りょうた

太（笠間中）

中学生男子の部

優		勝：深
ふかさく

作	真
ま み

美（岩間中	交流大会代表）
第2位：西

にしやま

山	紫
し の

乃（岩間中	交流大会代表）
第3位：西

にしやま

山	夢
ゆ め な

菜（岩間中	交流大会代表）
第3位：柴

しば

	愛
あ い な

菜（友部二中）

中学生女子の部

優		勝：上
う え の

野　将
しょうた

太（友部剣友会）
第2位：中

なかにわ

庭　諒
りょうた

太（水戸啓明高校）
第3位：桃

ももぞの

園　太
だいすけ

輔（友部剣友会）

高校生一般の部
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－ スポーツ少年団 －
青少年の健全育成のためスポーツ少年団は、東京五輪

（1964年）の2年前に創設されました。同じ年の子どもと
同じ目標に向かって走ったり、学年の違う子どもとも触
れあったりできます。

活動拠点 友部第二中学校柔道場
練習日時 火、木（17：30～18：30）
　　　　　土（16：00～18：00）
その他の活動 鏡開き、バーベキュー、懇親会

柔道を通じて心と体
を鍛えることで、多
少の困難にも負けな
い、強い人間に育っ
てほしいです。そして厳しい稽古に耐え努力
することで強くなれる、柔道の楽しさを知っ
てほしいですね。

正
し
い
柔
道
を
身
に
つ
け
る

　
平
成
22
年
4
月
に
発
足
し
、
現
在
、
小

中
学
生
、
幼
児
合
わ
せ
て
21
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
週
３
回
の
稽
古
を
通
し
て
、
正

し
い
柔
道
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
柔
道

を
楽
し
み
、
長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

選
手
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
分
を
知
る

　
ま
た
、
年
10
回
程
度
県
内
の
柔
道
大
会

に
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
力
が
ど
の
く

ら
い
つ
い
て
い
る
か
を
知
り
、
そ
し
て
試
合

結
果
に
よ
っ
て
自
信
や
反
省
を
促
す
こ
と

も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

指
導
方
針
・
モ
ッ
ト
ー

団
の
Ｐ
Ｒ

　
相
手
を
尊
重
し
て
敬
意
を
払
い
、
礼
儀

作
法
を
重
ん
じ
る
柔
道
の
精
神
を
通
じ
て

の
人
間
形
成
が
柔
道
の
魅
力
で
す
。
見
学

は
い
つ
で
も
大
歓
迎
。
ぜ
ひ
道
場
で
こ
の

迫
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

競
技
の
魅
力

友部柔道あかつき会友部柔道あかつき会
第10回スポーツ少年団に

密着インタビュー！

指導者コメント

男女関係なく仲が
良いのが自慢です。
つらい時こそ自分
が先に立って声をだ
し、みんな を 引っ
張っていくように心
がけています。心に残るような１本を決
めることが自分の目標です。

原 悠月くん原 悠月くん
小学6年生小学6年生

よし わら　  ゆ　づきよし わら　  ゆ　づき

キャプテン

藤岡 正勝 団長藤岡 正勝 団長
ふじ おか   まさ かつふじ おか   まさ かつ

代表指導者

柔
道
を
通
じ
て
の
青
少
年
育
成
と

社
会
に
役
立
つ
人
づ
く
り
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母 望さん

母 薫さん

母 美樹さん

母 薫さん母 さゆりさん

成田 柊耶 くん
しゅうやなりた

12月生まれ

鈴木 翔護 くん
しょうごすずき

11月生まれ
母 美里さん

11月生まれ

11月生まれ 阿部 美來里 ちゃん
みくりあべ

12月生まれ 矢田 侑來 ちゃん
ゆうなやだ

母 喜子さん

竹村 栞 ちゃん
しおりたけむら

11月生まれ 海老澤 侑香 ちゃん
ゆうかえびさわ

12月生まれ 深谷 ななみ ちゃん
ふかや

12月生まれ 浅野 莉心 ちゃん
りこあさの

健やかに
育ってね

いつもニコニコ
笑っていてね！

たくさん
遊ぼうね！

たくさんたべて
大きくなってね

これからも
姉妹仲良くね♡

すくすく
育ってね♡

かわいい
ゆうちゃんのことが
みんな大好きです♡

1歳おめでとう！
元気いっぱい、
大きくなあれ！

父 俊明さん 母 絵美子さん

　毎月末、保健センター（地域医療センターかさま内）での一歳児相談の際に、写真撮影を行っています。
ご希望の方は、当日秘書課職員にお気軽にお声掛けください。
※撮影した写真は広報紙「広報かさま」や市公式Facebook等のSNSで使用させていただきます。

【問い合わせ】 秘書課　広報戦略室（内線225）

中野 友陽 くん
ともやなかの

10月生まれ

母 紀子さん

母 美雅さん

母 双葉さん母 由佳さん

深谷 絢人 くん
あやとふかや

11月生まれ

11月生まれ 12月生まれ

母 知里さん

元気に
育ってね！

大月 伶 くん
れいおおつき

12月生まれ河又 優斗 くん
ひろとかわまた

12月生まれ 小室 晴輝 くん
はるきこむろ

12月生まれ

11月生まれ

母 智枝さん

優しい子に
育ってね！

大きく元気に
育ってね！

茂田 虹子 ちゃん
にこしげた

11月生まれ 海老根 季歩 ちゃん
きほえびね

大谷 友梨華 ちゃん
ゆりかおおたに

母 涼子さん
12月生まれ 深谷 優梨菜 ちゃん

ゆりなふかや

母 美香さん 兄 空翔くん 姉 こはるちゃん母 直子さん
富田 好羽 ちゃん

このはとみた

11月生まれ 平澤 遣都 くん
けんとひらさわ

父 裕介さん 母 美紀さん 兄 肇歩くん母 さやかさん

11月生まれ 福田 直大 くん
すぐとふくだ

元気に大きく
育ってね！

元気いっぱいに
育ってね！

笑顔で元気に
育ってね♡

皆大好き。
元気に育ってね。大きくなーれ！

うまれてきて
くれてありがとう

すくすく
育ってね♡

すくすく元気に
育ってね！

たくさん
あそぼうね

兄 弘翔くん母 香里さん
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母 薫さん母 さゆりさん

成田 柊耶 くん
しゅうやなりた

12月生まれ

鈴木 翔護 くん
しょうごすずき

11月生まれ
母 美里さん

11月生まれ

11月生まれ 阿部 美來里 ちゃん
みくりあべ

12月生まれ 矢田 侑來 ちゃん
ゆうなやだ

母 喜子さん

竹村 栞 ちゃん
しおりたけむら

11月生まれ 海老澤 侑香 ちゃん
ゆうかえびさわ

12月生まれ 深谷 ななみ ちゃん
ふかや

12月生まれ 浅野 莉心 ちゃん
りこあさの

健やかに
育ってね

いつもニコニコ
笑っていてね！

たくさん
遊ぼうね！

たくさんたべて
大きくなってね

これからも
姉妹仲良くね♡

すくすく
育ってね♡

かわいい
ゆうちゃんのことが
みんな大好きです♡

1歳おめでとう！
元気いっぱい、
大きくなあれ！

父 俊明さん 母 絵美子さん

　毎月末、保健センター（地域医療センターかさま内）での一歳児相談の際に、写真撮影を行っています。
ご希望の方は、当日秘書課職員にお気軽にお声掛けください。
※撮影した写真は広報紙「広報かさま」や市公式Facebook等のSNSで使用させていただきます。

【問い合わせ】 秘書課　広報戦略室（内線225）

中野 友陽 くん
ともやなかの

10月生まれ

母 紀子さん

母 美雅さん

母 双葉さん母 由佳さん

深谷 絢人 くん
あやとふかや

11月生まれ

11月生まれ 12月生まれ

母 知里さん

元気に
育ってね！

大月 伶 くん
れいおおつき

12月生まれ河又 優斗 くん
ひろとかわまた

12月生まれ 小室 晴輝 くん
はるきこむろ

12月生まれ

11月生まれ

母 智枝さん

優しい子に
育ってね！

大きく元気に
育ってね！

茂田 虹子 ちゃん
にこしげた

11月生まれ 海老根 季歩 ちゃん
きほえびね

大谷 友梨華 ちゃん
ゆりかおおたに

母 涼子さん
12月生まれ 深谷 優梨菜 ちゃん

ゆりなふかや

母 美香さん 兄 空翔くん 姉 こはるちゃん母 直子さん
富田 好羽 ちゃん

このはとみた

11月生まれ 平澤 遣都 くん
けんとひらさわ

父 裕介さん 母 美紀さん 兄 肇歩くん母 さやかさん

11月生まれ 福田 直大 くん
すぐとふくだ

元気に大きく
育ってね！

元気いっぱいに
育ってね！

笑顔で元気に
育ってね♡

皆大好き。
元気に育ってね。大きくなーれ！

うまれてきて
くれてありがとう

すくすく
育ってね♡

すくすく元気に
育ってね！

たくさん
あそぼうね

兄 弘翔くん母 香里さん

開催情報（2会場）
日付
時間
会場

2月14日（金）
9時30分〜11時30分
地域交流センターいわま「あたご」会議室1

日付
時間
会場

2月18日（火）
9時30分〜11時30分
地域交流センターともべ「トモア」コミュニティルーム

申込（一社）市民講座運営委員会
☎︎0120-689-419（9時〜18時）

市
民
講
座
　
屋
根
・
外
壁

塗
り
替
え
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

　

全
国
各
地
で
年
間
4
0
0
回
以

上
の
市
民
講
座
を
開
催
し
て
き
た

（一社
）
市
民
講
座
運
営
委
員
会
が
、

こ
の
た
び
、
後
悔
し
な
い
塗
り
替

え
施
工
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
聞
け
る
市

民
講
座
を
開
催
す
る
。
参
加
無
料

だ
が
、
電
話
申
し
込
み
が
必
要
。

　
屋
根
・
外
壁
の
塗
装
は
、
専
門

知
識
や
技
術
が
必
要
な
為
、
施
工

業
者
に
全
て
を
任
せ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
専
門
知
識
を
持
つ
筈
の
施

工
業
者
が
仕
様
を
守
ら
ず
、
不
良

施
工
に
な
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て

い
る
。
そ
の
為
、
信
頼
で
き
る
業

者
を
選
択
す
る
為
に
消
費
者
に
も

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
る
事
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
市
民
講
座
で
は一級
塗
装
技
能
士

が
解
説
す
る
ス
ク
リ
ー
ン
映
像
を
使

い
、
正
し
い
塗
装
知
識
を
詳
し
く

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

広 告
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E-m
ail

　info@
city.kasam

a.lg.jp

https://www.city.kasama.lg.jp/https://www.city.kasama.lg.jp/ https://www.city.kasama.lg.jp/mobile/

人口と世帯数
《常住人口1.1現在》
（　）内は前月比較

●人　口：
　男
　女

©アールアンフィニ ©Yuji Hori

横山幸雄×川久保賜紀×青柳晋
スペシャル・ガラ・コンサート

お問い合わせ先
笠間市教育委員会生涯学習課 
TEL：0296-77-1101

主催：笠間市
企画制作：公益財団法人ジェスク音楽文化振興会
協力：株式会社ヤマハミュージックジャパン

2020年2月22日（土）
15:00開演（17:00終演予定）

笠間公民館
料金　一般 2,000円　高校生以下 1,000円

《チケット取扱先》
●生涯学習課（平日のみ）【受付時間】 午前8時30分～午後5時15分　●笠間・友部・岩間公民館（月曜休館）【受付時間】 午前9時～午後5時15分
※全席自由。※未就学児の入場はご遠慮ください。 ※遠方の方はチケットの郵送も行っていますので、生涯学習課までお問い合わせください。

●世帯数：29,192世帯（＋41世帯）
●12月の出生数：31人
●12月の死亡数：83人

74,249人（－36人）
36,351人（－11人）
37,898人（－15人）

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。

令和2年2月6日発行

広報かさまが
スマートフォン
で読めます

かさま音楽フェスタ～奏～ 夢の顔ぶれが笠間に集う！

クライスラー：プレリュードとアレグロ、愛の喜び、愛の悲しみ、美しきロスマリン、中国の太鼓
リスト：ハンガリー狂詩曲第2番　ラヴェル：ツィガーヌ　モンティ：チャールダーシュ

第1部　川久保賜紀＆青柳晋 ヴァイオリンとピアノ名曲集

アンダンテ･スピアナートと華麗な大ポロネーズ バラード 第1番
ノクターン 嬰ハ短調（遺作）　幻想即興曲 スケルツォ 第2番

第2部　横山幸雄のオールショパン･プログラム

Tamaki Kawakubo Susumu AoyagiYukio Yokoyama

笠間市「道の駅」
飲食テナント募集中‼

■レストラン／1区画　■フードコート／3区画

産業経済部　道の駅整備推進課（内線240）お問合せ先

令和2年 3月19日まで募集します。
※詳しくは笠間市
　公式ホームページに掲載中

―かさま―

・エチオピアの英雄 アベベ・ビキラ メモリアル
  第14回 かさま陶芸の里ハーフマラソン
・エチオピアへ中学生派遣
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東京2020がつなぐ笠間とエチオピア特集


